青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　                                         平成21年6月22日　担当：向

	入　所　者
	氏　名　　　　岩織　由美子　　　様　　　　　男・女
	昭和30年8月3日生（53歳）

	
	〒039-0003　　　八戸吹上6丁目8-3
	電話　自宅）0178-38-3820

携帯）090-9537-5876

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成11年頃（44歳時）－うつ病

平成15年頃（48歳時）－非定型精神病平成15年頃（48歳時）－統合失調症
	罹 患 期 間
	　約10年

	
	入院回数
	1回
	延べ入院年数
	3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部医師）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	社保（扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20,000円
	精神（１級）

	経済状況
	基礎年金年金（1級）
	月額　　約8.3万円　　＋　家族援助　　

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	生活訓練施設「青山荘」、青南病院デイケア

	住まいの場
	生活訓練施設「青山荘」、自宅(外泊時)

	入所年月日
	Ｈ19年12月6日
	身長
	158cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	青森県立中央高校卒業（青森市）
	免許・資格
	普通自動車（1種）珠算（3級）

	職　歴
	S49.4～S51.8　三菱ふそう

S52.5～S53.8　青森県庁（臨時職員）

S54.4～S55.7　太田鉄筋

H2.12～H3.4　 富岡生命（保険外交員）

H11.4～H11.8　遺跡発掘作業員
	

	保　護　者
	氏　　名　　　岩織　健　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居　・否）

	入所目的（本人、家族より）

・身の回りのことを自分でできるようになり、自宅では家族と仲良く暮らしたい。

・家族や他者に迷惑を掛けないように相手を気遣える生活がしたい。

・夫や娘との関係性が悪く距離を空けた状態で生活訓練を行い、良好にしたい。



	


	入院・治療歴　（初診日：平成11年8月-類家内科）

	期間
	入・通院
	医療機関
	病名
	その他

	H11.12.8　～　H15.4
H15.5.26　～　H15.8.30
H15.9　　 ～　H15.10.25
H15.10　　～　H19.11.29
H19.12.12 ～　現在
	通院

入院

通院

通院

通院
	八戸市立市民病院

松平病院

松平病院

八戸市立市民病院

青南病院
	うつ病

非定型精神病

非定型精神病

統合失調症

統合失調症
	＊医療保護入院

	生活歴

青森市にて出生。高校卒業後は三菱ふそうに事務職として入職するが、同僚からいじめを受けたことで胃潰瘍を患い2年程で退職。その後半年程実家で生活しながら就職活動をし、青森県庁農林水産部に臨時職員として勤める。2年半程勤めるが、S54現在の夫と結婚し退職（24歳時）。S56に娘を出産。出産後、夫は単身赴任する形となり一人で子育てするが、娘が中学生になると、同級生からいじめを受け登校拒否（進学・卒業単位は取得）となり、その間娘からも暴力行為を受けていたこともある。H11.4～H11.8遺跡の発掘作業に参加する。この間、夏の暑さに体力を消耗し、期間途中で仕事を辞めている。その後からはっきりとした抑うつ気分変調（空虚感・困惑・意欲減退・易疲労・体調不全感など）を認める様になり、類家内科を受診するが、その後も症状は憎悪し、希死念慮も出現。その為八戸市立市民病院を受診、うつ病と診断される。通院することで序々に安定していたが、H15.4頃より夫や娘に対してよそよそしい言葉遣いをするようになり、話し掛けに対しても生返事や無反応となる。また、独語・空笑や、夫や娘の持ち物を隠すなどの行為も見られた。「夫からの暴力を受けている」と警察署、市役所に相談することや断薬、交通事故を起こしたことから、家族が当時の主治医に相談し、H15.5.26～H15.8.30松平病院にて入院加療を行う（この時点で病名を統合失調症に改定）。退院後は再び八戸市立市民病院にて外来通院を行いながら同病院デイケア通所を行う（週に2回）。外来では落ち着いた様子見られているが、夫・娘からは生活能力の低下・現実検討力の低下・自己中心的な言動の為に家庭内での生活が混乱していると主治医に相談し、また、浪費・生活リズムの乱れなどもあり、家族の精神的負担も大きいことから生活スタイルの見直しと生活技術向上の為H19.12青山荘入所となる。

	
	家族状況、家族との交流及び協力の程度（経済面も含めて）

· 週末や祝日は自宅へ外泊を行っている。

【夫様】

・　本人を8割は受容できる状態とのこと。

・　外泊時は、本人と一緒に外出したり、夫婦で外食へも行ったりしている。（本人からの情報）

・　青山荘での面談等には、時間が合えば来荘して職員と情報交換を行っており協力的である。

【娘様】

・　娘様は本人から度々お金を借りており、借りた分は夫様が本人に返金している。

・　金銭を借りる際は、母親として頼りにしているが、それ以外の場面では、本人の行動（買物や自宅での役割）にに対して否定的である。

【お孫様】

・　5歳になりある程度の物事が理解できるようになってきたことから、本人と距離を置く場面が見られてきている。（娘様からの情報）




平成21年6月22日（月）担当：向
　　       

	氏　名
	岩織　由美子様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　8月　3日（53歳）


	長期・短期目標

	長期目標：家族との距離を保ち、自宅で安定した生活を送る。

短期目標：自宅での役割を見つけ、実践できる。


	これまでの経過（前回評価日　　H21年　4 月　20日　）

	【夫様】

· 本人が青山荘に入所し、距離を保つことで客観的に本人のことを考えられるようになってきており、また、8割程度は本人を受容できるようになったとのこと。

· 娘様が本人から借りたお金は、夫様が本人に返金している。

· 夫様が中心となり娘様・本人に対応している。その為、夫様が不在になると、娘様と本人の間で衝突する場面が多い。

【娘様】

· 「家族は、たくさん助けてあげているのに、本人は１人で何でもやっていけると思っている」と話し、本人と娘様の考え方が一致していない様子。

· 本人の疾病・障害受容ができていない。

· 以前、作成したスケジュールについては、スケジュールを見せると時間とやる事が本人の中に固定されてしまい融通がきかなくなる為、対応に困るとのこと。

· 金銭について、本人より度々お金を借りている。また、お金を借りるために青山荘まで来ていることがある。

· 主に金銭を借りる事意外の場面では、本人に対し否定的である。

【本人】

· デイケア通所は、月・金曜日となっているが通所を拒み青山荘で過ごしている。理由については、「もうすぐで退所だから、デイケアに行ってもつまらない、拘束されることが嫌い、自由にしたい」と話している。職員がデイケアの必要性について説明するが、「話すことはありません」と自室に戻ったり、表情を硬くして話しを無視したりしている。

· 入所当時と比較すると、落ち着いて話しをすることができるようになってきている。

· 自宅や青山荘の生活の中で我慢していることもある。しかし、我慢できる容量が少ない為に自分が思い立ったことはすぐ行動に移したり、不調の際は、制止がきかなくなったりする。

【今後の支援】

· 娘様に対する支援を重点に置き、障害受容や金銭管理の見直しを図る為、定期的に面談を行う。次回の面談は6月27日（土）を予定している。

· 主治医との面談

→6月24日（水）を予定しており、具体的な退所日を決定する。

· 退所日決定後は、退所を家族にも意識して頂き、受け入れの準備を行う。具体的には、上記支援に加え、自宅外泊や外出、職員が自宅を訪問し家族と共に退所後の本人の役割や日中活動等について検討する。

· 本人に対し、家族と適切な距離を保つためにはデイケア通所が必要があることを説明し、退所条件の一つとする。




	退所に向けて
	介入方法
	支援期間

	①家族支援について
	· 夫様・娘様の状況や思いを受容する。

· 娘様に対して、可能であれば月に2回面談の機会を設定し疾病や障害についてわかりやすく説明し疾病理解と共に障害受容を図る。娘様が来所困難であれば、自宅や青山荘外での話し合いも検討する。

· 金銭管理の見直しを行う為、本人のお小遣いと管理方法について再度検討する。（例えば、夫様か娘様が本人の年金を管理し月ごとに本人にお小遣いを渡す方法等）

· 退所後の生活を想定して、日中は、青山荘で生活しながら自宅へ外出し、本人の役割を与える。（家族へも協力を促す）

· 短期外泊を繰り返す。
	退所まで

	②デイケア通所について
	· 退所する条件として、デイケア通所日は必ずデイケアに行くことを本人に説明する。

· デイケア通所は、本人の為でもあるが家族と適切な距離を保つことを目的としていることを本人に伝える。

· 繰り返し説明する。
	退所まで


今回検討したい内容

・現在夫様が抱える課題について

①夫様が不在時、娘様と本人の意見がぶつかりケンカになってしまうとのこと。

②本人が家族に相談することなく勝手に行動に移してしまう、思い立つと行動に移してしまうこと。

修正プラン実施評価日： H　 年　 月　 日（ ）　青山荘地域交流活動室




























52歳





54歳
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吹上在住





根城在住

























































































